
主な内容

可決された案件 ………… 2面
一般質問………………3～6面
議会日誌………………… 5面
委員会の審査…………… 7面
行政視察報告…………… 8面
特別委員会活動………… 8面

　

平
成
25
年
第
４
回
定
例

会
は
、
12
月
３
日
か
ら
12

月
20
日
ま
で
会
期
18
日
間

で
開
催
さ
れ
、
18
人
の
議

員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行

わ
れ
、
条
例
改
正
な
ど
市

長
提
出
議
案
15
件
、
委
員

会
提
出
議
案
３
件
、
議
員

提
出
議
案
３
件
、
陳
情
３

件
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

▼
１
日
目
（
３
日
）
は
、
一

般
質
問
の
通
告
人
数
や
通
告

時
間
、
議
案
を
付
託
す
る
委

員
会
の
開
催
日
等
を
考
慮
し

て
、
定
例
会
の
会
期
を
18
日

間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
６
人
の
議
員
が
、

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
２
日
目
（
４
日
）
は
、
６

人
の
議
員
が
、
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

▼
３
日
目
（
５
日
）
は
、
５

人
の
議
員
が
、
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

▼
４
日
目
（
６
日
）
は
、
１

人
の
議
員
が
、
一
般
質
問
を

行
い
、
18
人
の
議
員
の
一
般

質
問
が
終
了
し
、
続
い
て
、

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

が
、
提
案
理
由
の
説
明
後
、

所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
東
京
都
市

町
村
公
平
委
員
会
共
同
設
置

規
約
等
、
規
約
変
更
の
議
案

３
件
及
び
委
員
会
提
出
議
案

１
件
は
慎
重
審
議
の
上
、
即

決
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
５
日
目
（
20
日
）
は
、
最

終
日
で
、
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
た
議
案
12
件
が
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提

出
議
案
２
件
と
委
員
会
提
出

議
案
２
件
を
可
決
し
、
議
員

提
出
議
案
１
件
は
否
決
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
陳
情
１
件

及
び
新
た
な
陳
情
２
件
は
、

継
続
し
て
審
査
す
る
こ
と
と

な
り
、
今
定
例
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

「飛翔」それぞれの未来へ！（成人式実行委員会の皆さん）
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委
員
会
提
出
議
案
第
８
号

福
生
市
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

改
定
（
案
）
に
対
す
る
要
望
書

（
要
旨
）

　

平
成
19
年
７
月
に
策
定
し
た

「
福
生
市
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
（
計
画
期
間
平
成
19
年
度
〜

28
年
度
）」
の
改
定
（
案
）
が

市
長
か
ら
示
さ
れ
た
。

　

今
回
の
計
画
は
、
現
行
の
福

生
市
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

計
画
期
間
を
前
倒
し
し
、
福
生

市
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ

る
定
住
化
対
策
を
よ
り
一
層
推

進
す
る
た
め
に
改
定
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

当
市
議
会
は
、
こ
の
福
生
市

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
、
定
住
化
対
策
特
別
委
員
会

で
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
た

結
果
、「
総
合
計
画
と
同
様
に
、

５
年
ご
と
の
見
直
し
を
検
討
し

議
会
に
報
告
す
る
こ
と
」「
可
能

な
範
囲
で
、
重
点
施
策
の
定
量

化
及
び
数
値
化
を
設
定
し
、
年

度
ご
と
の
計
画
の
進
行
管
理
を

行
う
こ
と
」
な
ど
、
10
項
目
の

要
望
事
項
を
市
長
に
要
望
す
る
。

【
提
出
先　

福
生
市
長
】

委
員
会
提
出
議
案
第
９
号

非
婚
の
ひ
と
り
親
家
庭
に
も
寡

婦
（
寡
夫
）
控
除
の
み
な
し
適

用
を
求
め
る
要
望
書
（
要
旨
）

　

税
法
上
の
寡
婦
（
寡
夫
）
控

除
は
、
配
偶
者
の
死
別
や
離
婚

の
後
、
子
供
を
養
育
し
て
い
る

ひ
と
り
親
に
対
し
、
一
定
の
所

得
控
除
が
受
け
ら
れ
る
国
の
税

制
優
遇
制
度
で
あ
る
が
、
非
婚

の
ひ
と
り
親
家
庭
に
は
適
用
さ

れ
な
い
。
同
じ
収
入
の
ひ
と
り

委
員
会
提
出
議
案
第
10
号

地
方
税
財
源
の
拡
充
に
関
す
る

意
見
書
（
要
旨
）

　

地
方
全
体
で
巨
額
の
財
源
不

足
が
生
じ
て
い
る
中
、
ま
ず
は

国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
方
税
財

源
の
拡
充
を
図
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、

真
の
分
権
型
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
国
と
地
方
の
役
割
を
果

せ
る
よ
う
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
現
在
、
国
や
全

国
知
事
会
に
お
け
る
学
識
経
験

者
の
検
討
会
等
で
は
、
地
方
税

で
あ
る
法
人
住
民
税
の
一
部
国

税
化
と
い
っ
た
都
市
部
の
財
源

を
狙
い
撃
ち
す
る
よ
う
な
案
が

議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
今
回
の
地
方
法

人
課
税
見
直
し
案
は
、
税
収
の

多
さ
の
み
に
着
目
し
て
、
地
方

財
政
が
直
面
し
て
い
る
根
本
的

な
解
決
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
地

方
分
権
の
流
れ
に
逆
行
す
る
対

応
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

こ
の
限
ら
れ
た
地
方
税
に
よ

る
調
整
の
動
き
は
、
多
く
の
財

政
需
要
を
抱
え
る
当
市
の
財
源

に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ

す
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
福
生
市
議
会
は
、

国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
限
ら

れ
た
地
方
税
源
の
中
で
財
政
調

整
を
行
う
小
手
先
の
手
法
で
は

な
く
、
地
方
が
担
う
権
限
と
責

任
に
見
合
う
地
方
税
財
源
の
拡

充
と
い
う
本
質
的
な
問
題
に
取

り
組
む
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、

総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
衆
議

院
議
長
、
参
議
院
議
長
】

親
家
庭
で
も
寡
婦
（
寡
夫
）
控

除
が
あ
る
か
な
い
か
で
、
所
得

税
、
住
民
税
の
額
が
大
き
く
異

な
り
、
ま
た
保
育
料
、
学
童
ク

ラ
ブ
育
成
料
な
ど
、
生
活
や
子

育
て
に
関
わ
る
支
出
に
お
い
て

も
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　

福
生
市
議
会
は
、当
市
が「
子

育
て
す
る
な
ら
ふ
っ
さ
」
を
合

言
葉
に
子
育
て
世
代
を
応
援
す

る
取
組
み
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
全
て
の
子
供
が
心
身

と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
た

め
に
、
保
育
料
、
学
童
ク
ラ
ブ

育
成
料
等
や
、
市
営
住
宅
使
用

料
等
の
算
定
を
行
う
に
当
た
り
、

全
て
の
ひ
と
り
親
に
現
行
税
法

上
の
寡
婦
（
寡
夫
）
と
同
等
の

対
応
を
図
る
よ
う
市
長
に
要
望

す
る
。

【
提
出
先　

福
生
市
長
】

議
員
提
出
議
案
第
２
号

中
国
に
よ
る
防
空
識
別
圏
の
設

定
の
即
時
撤
回
を
求
め
る
決
議

　

今
回
の
中
国
側
の
東
シ
ナ
海

防
空
識
別
区
を
設
定
し
た
措
置

は
、
東
シ
ナ
海
周
辺
に
お
け
る

現
状
を
一
方
的
に
変
更
し
、
現

場
海
空
域
に
お
い
て
不
測
の
事

態
を
招
き
か
ね
な
い
極
め
て

危
険
な
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
福
生
市
議
会
は
、

中
国
の
、
こ
の
よ
う
な
不
当
な

膨
張
主
義
に
対
し
、民
主
主
義
・

平
和
主
義
国
家
と
し
て
、
国
際

社
会
や
国
連
と
連
携
し
て
、
わ

が
国
の
主
権
と
国
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
、
冷
静
か
つ

毅
然
た
る
態
度
で
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
こ
と
を
政
府
に
求
め

る
。

平成25年平成25年
第4回定例会回定例会
平成25年平成25年
第4回定例会回定例会第4回定例会
平成25年

本
会
議
の
経
過

本
会
議
の
経
過

9

議
員
定
数
１
名
減 

19
名
に

  

次
回
一
般
選
挙
か
ら
適
用

  

次
回
一
般
選
挙
か
ら
適
用

祝成人祝成人
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◎全員賛成　▽賛成多数

可決された案件れ可決決されさ 案件た案れたされたれたされれ決されさされたれれ可決さ可決 た案れたたた案た案されれ
（要旨）（（要旨）要旨

可決された案件
（要旨）

◎
福
生
市
組
織
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

第
68
回
国
民
体
育
大
会

の
終
了
に
伴
い
、
大
会
に

関
す
る
総
務
部
事
務
分
掌

を
削
除
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
職
員
の
公
益
的

法
人
等
へ
の
派
遣
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

公
益
的
法
人
等
へ
の
一

般
職
の
地
方
公
務
員
の
派

遣
等
に
関
す
る
法
律
に
規

定
す
る
派
遣
先
団
体
に
公

益
財
団
法
人
東
京
市
町
村

自
治
調
査
会
を
追
加
す
る

た
め
、
条
例
を
改
正
す
る

も
の
。

◎
福
生
市
都
市
公
園
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

新
た
に
都
市
公
園
と
し

て
福
東
ト
モ
ダ
チ
公
園
を

設
置
す
る
た
め
条
例
を
改

正
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
営
住
宅
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の

防
止
及
び
被
害
者
の
保
護

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
引
用
す
る
法

律
の
名
称
を
改
め
る
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
一
般
職
の
任
期

付
職
員
の
採
用
及
び
給
与

の
特
例
に
関
す
る
条
例

　

地
方
公
共
団
体
の
一
般

職
の
任
期
付
職
員
の
採
用

に
関
す
る
法
律
及
び
地
方

公
務
員
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
職
員
の
任
期
を
定
め

た
採
用
及
び
任
期
を
定
め

て
採
用
さ
れ
た
職
員
の
給

与
の
特
例
に
関
し
必
要
な

事
項
を
整
備
し
、
専
門
的

な
知
識
、
経
験
を
有
す
る

者
を
任
期
を
定
め
て
、
一

般
職
の
地
方
公
務
員
と
し

て
採
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
も
の
。

◎
東
京
都
市
町
村
公
平
委

員
会
を
共
同
設
置
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
東
京
都
市
町
村
公
平

委
員
会
共
同
設
置
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

　

阿
伎
留
病
院
組
合
が
平

成
25
年
８
月
１
日
か
ら
運

営
形
態
を
地
方
公
営
企
業

法
に
基
づ
く
企
業
団
へ
移

行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
東

京
都
市
町
村
公
平
委
員
会

の
共
同
設
置
か
ら
脱
退
し

た
い
旨
の
申
請
が
あ
っ
た

た
め
、
東
京
都
市
町
村
公

平
委
員
会
共
同
設
置
規
約

を
変
更
す
る
も
の
。

◎
東
京
都
市
町
村
職
員
退

職
手
当
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

　

東
京
都
市
町
村
職
員
退

職
手
当
組
合
の
構
成
団
体

で
あ
る
阿
伎
留
病
院
組
合

が
、
平
成
25
年
８
月
１
日

か
ら
運
営
形
態
を
地
方
公

営
企
業
法
に
基
づ
く
企
業

団
へ
移
行
し
、
名
称
を
阿

伎
留
病
院
企
業
団
へ
変
更

及
び
、
そ
の
他
所
要
の
改

正
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
東
京
都
市
町
村

職
員
退
職
手
当
組
合
規
約

を
変
更
す
る
も
の
。

◎
東
京
都
市
町
村
議
会
議

員
公
務
災
害
補
償
等
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
増
加
及
び
東
京

都
市
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

　

多
摩
六
都
科
学
館
組
合

よ
り
、
平
成
26
年
４
月
１

日
か
ら
東
京
都
市
町
村
議

会
議
員
公
務
災
害
補
償
等

組
合
に
加
入
し
た
い
旨
の

依
頼
が
あ
り
、
ま
た
、
阿

伎
留
病
院
組
合
が
平
成
25

年
８
月
１
日
か
ら
運
営
形

態
を
地
方
公
営
企
業
法
に

基
づ
く
企
業
団
へ
移
行
し
、

名
称
を
阿
伎
留
病
院
企
業

団
へ
変
更
し
た
た
め
、
本

規
約
を
変
更
す
る
も
の
。

◎
平
成
25
年
度
福
生
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　

歳
入
で
は
、
基
地
交
付

金
の
交
付
額
の
確
定
に
よ

る
増
額
や
国
庫
負
担
金
及

び
都
負
担
金
の
増
額
等
が

あ
り
、
歳
出
で
は
、
社
会

福
祉
費
や
生
活
保
護
費
の

増
額
、
西
多
摩
衛
生
組
合

負
担
金
の
減
額
、
道
路
橋

り
ょ
う
費
の
増
額
等
が

あ
っ
た
た
め
、
歳
入
歳
出

予
算
を
補
正
す
る
必
要
が

生
じ
た
も
の
で
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
２
億
１
６
１
０
万
３
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

２
２
６
億
５
０
３
９
万
円

と
す
る
も
の
。

◎
平
成
25
年
度
福
生
市
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
は
、
半
期
の
給
付
実

績
か
ら
予
測
す
る
と
、
当

初
予
算
に
比
べ
増
額
が
見

込
ま
れ
る
。
こ
れ
に
伴
い

公
費
等
の
歳
入
は
負
担
割

合
に
応
じ
て
増
額
と
な
る

た
め
、
歳
入
歳
出
予
算
を

補
正
す
る
必
要
が
生
じ
た

も
の
で
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
８
３

８
２
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
35
億
７
０
４
７
万

円
と
す
る
も
の
。

▽
福
生
市
自
転
車
等
駐
車

場
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

　

現
在
、
指
定
管
理
者
が

管
理
し
て
い
る
市
内
７
か

所
の
自
転
車
等
駐
車
場
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
公
益

財
団
法
人
自
転
車
駐
車
場

整
備
セ
ン
タ
ー
を
指
定
管

理
者
と
し
て
指
定
し
、
指

定
期
間
は
、
平
成
26
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３

月
31
日
ま
で
の
５
年
間
と

す
る
も
の
。

◎
福
生
市
営
福
生
駅
西
口

駐
車
場
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

　

現
在
、
指
定
管
理
者
が

管
理
し
て
い
る
福
生
市
営

福
生
駅
西
口
駐
車
場
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
福
生
市

商
工
会
を
指
定
管
理
者
と

し
て
指
定
し
、
指
定
期
間

は
、
平
成
26
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日

ま
で
の
５
年
間
と
す
る
も

の
。

◎
福
生
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　

現
在
、
指
定
管
理
者
が

管
理
し
て
い
る
福
生
市
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
社
会
福
祉
法
人 ▲福生駅東口地下自転車駐車場

福
生
市
社
会
福
祉
協
議
会

を
指
定
管
理
者
と
し
て
指

定
し
、
指
定
期
間
は
、
平

成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
31
年
３
月
31
日
ま
で
の

５
年
間
と
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
民
会
館
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

現
在
、
指
定
管
理
者
が

管
理
し
て
い
る
福
生
市
民

会
館
に
つ
い
て
、
新
た
に

ふ
っ
さ
Ｊ
＆
Ｓ
共
同
事
業

体
を
指
定
管
理
者
と
し
て

指
定
し
、
指
定
期
間
は
、

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

の
５
年
間
と
す
る
も
の
。

◎
熊
川
地
域
体
育
館
及
び

福
生
地
域
体
育
館
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

現
在
、
指
定
管
理
者
が

管
理
し
て
い
る
熊
川
地
域

体
育
館
及
び
福
生
地
域
体

育
館
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・

ア
ズ
ビ
ル
共
同
事
業
体
を

指
定
管
理
者
と
し
て
指
定

し
、
指
定
期
間
は
、
平
成

26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

31
年
３
月
31
日
ま
で
の
５

年
間
と
す
る
も
の
。

▽
福
生
市
議
会
議
員
定
数

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
議
員
提
出
議
案
）

　

福
生
市
議
会
議
員
の
定

数
を
現
行
の
20
名
か
ら
19

名
に
改
正
し
、
次
回
一
般

選
挙
か
ら
適
用
す
る
も
の
。

討
論

●
福
生
市
自
転
車
等
駐
車

場
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

■
反
対

　

こ
の
５
年
間
、大
き
な
赤

字
が
続
い
て
い
る
。今
後
５

年
間
の
収
支
見
込
み
で
も
、

福
生
市
が
負
担
す
る
指
定

管
理
事
業
費
は
２
倍
に
増

え
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
状

態
で
は
、今
後
、利
用
料
の
値

上
げ
が
提
案
さ
れ
る
危
惧

が
あ
る
。も
と
ど
お
り
直
営
、

無
料
化
に
戻
す
べ
き
で
あ
る
。

●
福
生
市
議
会
議
員
定
数

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例■
反
対

　

議
員
は
、議
会
を
通
し
て

首
長
の
行
政
運
営
を
監
視

し
、ま
た
行
政
に
市
民
の
声

を
届
け
る
役
割
が
期
待
さ

れ
て
い
る
が
、議
員
定
数
削

減
は
こ
れ
に
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
を
も
た
ら
す
。定
数
削
減

で
は
な
く
、我
々
の
仕
事
で

市
民
の
期
待
に
応
え
る
べ
き

で
あ
り
、反
対
す
る
。

■
賛
成

　

福
生
市
は
、全
国
的
に
見

　

11
月
29
日
に
平
成
25
年
第
２
回
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
議
案
１
件
の
審
査
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

東
京
都
の
給
与
改
定
に
準
じ
、
一
般
職
の
職
員
の

給
料
表
及
び
平
成
25
年
12
月
期
の
期
末
手
当
の
支
給

割
合
を
改
定
し
、
公
民
較
差
を
解
消
す
る
も
の
。

て
も
人
口
当
た
り
や
面
積

当
た
り
の
議
員
数
が
多
い
市

で
あ
る
。福
生
市
と
同
規
模

で
議
員
定
数
が
少
な
い
自
治

体
も
多
い
。行
財
政
改
革
と

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
観

点
か
ら
、ま
だ
定
数
削
減
の

余
地
は
あ
る
が
、削
減
の一歩

と
捉
え
賛
成
す
る
。

■
反
対

　

首
長
権
力
と
バ
ラ
ン
ス
関

係
を
保
ち
、二
元
代
表
制
を

生
か
す
た
め
に
も
、議
会
は

多
様
性
を
有
す
る
必
要
が

あ
る
。市
民
と
の
距
離
を
縮

め
て
い
く
こ
と
が
、今
求
め
ら

れ
る
改
革
の
方
向
性
で
あ
り
、

議
会
の
多
様
性
や
機
動
力
の

低
下
に
つ
な
が
る
本
条
例
改

正
に
反
対
す
る
。

■
賛
成

　

福
生
市
は
歳
出
削
減
に

大
変
な
努
力
を
し
て
お
り
、

議
会
も
自
ら
身
を
切
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。本
市
の

人
口
減
少
の
現
状
か
ら
見
て

も
、議
員
定
数
は
削
減
す
る

必
要
が
あ
る
。最
終
的
に
は

４
人
削
減
す
べ
き
と
考
え
る

が
、定
数
削
減
の
第
一歩
と
し

て
賛
成
す
る
。

『
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
』
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　今定例会では、18人の議員が市政全般にわたり一般質問を行い
ました。質問方式は３種類の選択制で、一括方式、一問一答方式、
併用式（一括と一問一答の併用）のいずれかを議員が選択し、質
問しました。
　概略の掲載は一問とし３ページから５ページに掲載しました。
一般質問の項目は６ページにすべて掲載してあります。
　詳しくは、２月中旬発行予定の会議録を市役所情報コーナー及
び図書館でご覧いただくか、福生市ホームページからご覧くださ
い。

市政のここが聞きたい

（要旨）一 般 質 問

中学校給食実施が決定した場合の平成 26 年度予算への影響は
末次 和夫 議員

　質問　正和会は、市長、教育長
に中学校給食実施の要望をしてい
るが、実施が決定した場合の平成
26年度予算への影響を伺いたい。
　教育次長　平成26年6月までの
災害時対応施設の基本計画策定支
援委託の中で、中学校給食実施の
有無も含めて検討し、平成26年
度中に基本設計の策定を予定して
いる。中学校給食を実施する場合
は、提供する食数あるいはランチ
ルームを含んだ各中学校の改築が
必要となることから、小学校給食
のみを実施する場合と比較すると、

基本設計に伴う予算は増額となる
と考える。

固定資産税の税額と市外納税者の割合について
町田 成司 議員

　質問　福生市内の地価公示価格
は下落傾向なのに一部で固定資産
税額の据え置きや増加が見られる
が、負担調整措置はどのような調
整なのか。また、市外在住の固定
資産税の納税義務者の割合は。
　市長　負担調整措置は、地価が
急激に上昇しても税負担の上昇を
緩やかにするために、本来の課税
標準額と前年度の課税標準額を比
較して税額を決定するもので、地
価が下落傾向でも税額が上昇する
ことがある。平成24年度の土地
と家屋の納税義務者のうち、市外

に住所のある方は2,568人で、全
納税義務者の16.2％、調定額は８
億4,360万円、25.6％である。

▲固定資産税のしおり(総務省自治税務局監修)

スポーツ祭東京 2013 における市民の方々の協力は
串田 金八 議員

　質問　スポーツ祭東京2013の
開催に当たり市民の方々に協力い
ただいた内容について伺いたい。
　市長　大会ボランティアについ
ては、一般公募に加え、福生市体
育協会の全面的な協力で各加盟団
体に協力をいただいたほか、市内
町会・自治会にもお願いし、競技
会の運営や会場の警備、清掃、交
通誘導等の協力をいただいた。ま
た、国体ＰＲサポーターに大会を
周知していただいたり、のぼり旗
やスタッフの服飾等の企業協賛を
いただくなど、非常に多くの協力

を得て大会を行うことができた。
まさに「チーム福生」として大会
が運営されたと考えている。

▲市民ボランティアによるおもてなし

宿橋通りの古民家の今後の活用方策は
田村 正秋 議員

　質問　宿橋通りの古民家（旧田
村邸）購入後の活用方法や、公開
時期などの計画を伺いたい。
　市長　今後、保存・公開するこ
とを前提に国の登録有形文化財の
登録申請を行うが、登録されるま
では現状を維持しながら活用方法
を検討したいと考えている。大切
な地域資源なので、往時の生活を
想起させる実物資料の展示を行っ
たり、和の文化を体験できる場と
して、さらには観光資源とするな
ど、幅広い活用を検討したい。人
が集う場所として活用することを

念頭に、周辺地域全体を考慮して
整備を行い、そのままの状態で保
存・公開・活用したい。

▲宿橋通りの古民家

生活困窮者の自立に向けた支援について
柳川 英司 議員

　質問　自立の助長については、
現代社会は複雑で複合的な問題・
課題が多様化しており、大変難し
いと思うが、市の所見を伺いたい。
　また、福生市は国や都の支援制
度をどのように活用して自立の助
長に取り組んでいるか。
　市長　自立とは、経済的な自立
だけでなく、人格的な自立も必要
で、そのような自立に向けた援助
が必要と考えている。国の制度と
しては、生活保護受給者等就労支
援事業や住居を借りるための連帯
保証の紹介、都の制度としては、

専門の就労支援相談員の雇用経費
など市で実施している事業に対す
る補助金などを活用している。

福生市の環境を生かした英語教育の充実を
清水 義朋 議員

　質問　福生市は、横田基地があ
るなど、英語圏が近い環境にある
ので、そこを生かした英語教育の
充実を行ってはどうか。
　教育長　本市は国際色豊かなま
ちであり、国際的な感覚を身につ
けることができる機会が多い。そ
こで、今後は、モデル校として小
学校の教育課程に英語教育の重点
化を位置づけ、中学校においては、
より高い目標設定による英語科の
内容の充実や授業時数の拡大・確
保を検討したいと考えている。英
会話やスピーチ、討論などを通じ

て、国によって感覚の異なる相手
の立場を理解した上で、情報や意
思を伝え合う能力を育成したい。

▲英語教育の様子（福生第二中学校）

自転車タクシーを導入しさまざまな問題の解決に
青海 俊伯 議員

　質問　電動補助動力付き自転車
タクシーの導入により、環境、高
齢社会、雇用、地域活性化といっ
た問題に対する一定の効果が期待
できると思われるが、市がこれを
後押しする考えはあるか。
　生活環境部長　質問の４つの問
題は、全て福生市が抱えている地
域課題と言える。自転車タクシー
は、これら地域の課題を地域住民
が主体的に解決するコミュニティ
ービジネスとして有効だが、事業
の自立性、継続性が最大の課題で
ある。市としては、商工会や金融

機関と連携し、自立性、継続性を
高めるための側面支援を行うこと
が重要であると考えている。

▲葛飾区の自転車タクシー
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学力向上に効果のあった取り組みとは
岩﨑 百合子 議員

　質問　福生市教育推進プラン（推
進事業計画）には多くの項目が挙げ
られているが、成果の有無をしっ
かり見極める必要があると考える。
様々な取り組みの中で、成果があ
ったと評価するものを伺いたい。
　教育長　落ち着いた授業の実施、
朝学習や朝読書、家庭学習の継続、
放課後の学習や個別指導、長期休
業日の補習教室などに加え、ふっ
さっ子の広場など地域の方々に学
習を見ていただいていることも学
力向上に効果的だと考える。各学
校が目標と取り組みを教育委員会

と共有し学力向上策を重点化する
ことで、児童生徒の学ぶことへの
期待や自信を醸成していきたい。

▲小学生の登校風景

日ごろから職員の危機管理意識の向上を
大野 聰 議員

　質問　福生市地域防災計画では
さまざまな対応が定められている
が、災害発生時には混乱が予想さ
れる。市民の安全・安心を守るには、
日ごろから職員の危機管理意識を
高めていくことが重要だが、どの
ような対応を行うのか。
　市長　職員に対しては、これま
でも総合防災訓練への参加、電話
等での情報伝達訓練、被災地への
派遣などを行ってきた。今後、地
域防災計画の見直しに伴い、災害
対応職員マニュアルの改訂も予定
しており、全職員へ地域防災計画

や職員マニュアルの周知徹底を行
うなど、職員の危機管理意識のさ
らなる向上を図っていく。

▲防災訓練での災害対策本部

学校支援地域組織の課題及び将来の展望は
武藤 政義 議員

　質問　地域全体で学校教育を支
援する仕組みである学校支援地域
組織の課題は何か。また、今後ど
う発展させていくか、伺いたい。
　教育長　学校支援コーディネー
ターの役割や存在について、教員
の理解をさらに進めることが課題
である。今後、学校支援地域組織
の持つ機能を活用しながら、教育
における福生市の特徴を生かし、
福生の魅力の創出と発信を地域社
会総がかりで図りたい。子どもに
は、ふるさとへの愛着を育み、さ
まざまな体験活動を通して生きる

力を育成し、また、教育における
地域と学校との双方向の活性化を
図りたいと考えている。

▲一小学びの広場で学習補助を行うコーディネーター

外国人に対する相談窓口体制の充実について
五十嵐 みさ 議員

　質問　現在、総合窓口課には多
言語を話せる職員が配置されてい
るが、全てを対応するには時間や
量的な制約がある。昨年度の子ど
も家庭支援センターでの日本語通
訳者の取り組みを全庁的に展開し
てはどうか。
　市長　外国人に対する情報伝達
や相談・支援は、それぞれの方法
で対応できていると認識しており、
取り組みの全庁的な展開は、もう
少し時間をかけて検証したいと考
えている。今年度から各種の市民
意識調査を５カ国語に翻訳しホー

ムページで閲覧できるようにした。
このような調査結果も参考により
良いサービスの方法を考えたい。 

▲日本語通訳を行っている子ども家庭支援センターの相談室

タブレット端末を活用した反転授業の推進について
原田 剛 議員

　質問　授業で教える内容をタブ
レットを使って家で予習を行い、
それを生かして学校の授業で協働
的な学習や問題に取り組む反転授
業について、市の所見を伺いたい。
　教育長　反転授業は、児童・生
徒の思考力、判断力、表現力を高
めるものとして、多くの自治体で
導入を検討している。本市におい
ては、プロジェクターやテレビに
つないでＩＣＴ機器を活用し、教
師が視覚的でわかりやすい授業を
進めているが、これは反転授業に
つながるものではない。今後、先

進的な事例も参考にしながら、Ｉ
ＣＴ機器の活用による学習の成果
について協議したい。

ウインドウズＸＰのサポート終了に伴う市の対応は
杉山 行男 議員

　質問　平成26年４月にウイン
ドウズＸＰのサポートが終了する。
福生市でもＸＰのパソコンを使っ
ていると思うが、市の対応を伺い
たい。また、教育関係のパソコン
はどうか。
　企画財政部長　学校関係を除く
庁内のパソコンの入れかえは、現
在までに約80％が完了し、ウイン
ドウズ７に移行している。
　教育長　小中学校に配備したパ
ソコンは平成28年度までに97％
を更新する予定である。借り上げ
に係るパソコンはＸＰにダウング

レードしていたものであり、基本
的にウインドウズ７へのアップグ
レードで対応する。

▲サポートの終了するウィンドウズＸＰパソコン

中学校給食における現在のランチルームの有効活用は
池田 公三 議員

　質問　学校給食は食育教育の中
心的役割を果たすことが求められ
ている。立派なランチルームを持
つ福生市ならではの食育教育を推
進していく上で、ランチルームの
どんな活用が考えられるか、伺い
たい。
　教育長　災害時対応施設整備の
基本計画策定における検討課題の
一つに中学校給食の実施の有無が
あるが、まだ本格的に動き出した
ばかりで、具体的なことはお答え
できない。ただ、新学校給食セン
ター建設にあわせ、中学校給食に

ついて検討する際に、ランチルー
ムの厨房などを有効に活用する方
策を含めて検討したい。

▲二中ふたばルームの様子

新給食センターに関する市民意見の聴取について
阿南 育子 議員

　質問　９月定例会で、新しい給
食センターをどのようなものにす
るか、中学校給食は導入するのか
どうか、市民同士が参加して意見
交換する場面をつくるべきと提案
したが、その後の動きについて伺
いたい。
　教育長　福生市学校給食センタ
ー運営審議会を市民等からの意見
をお聞きする場として位置づけて
おり、11月13日に第１回目の会
議を開催して、検討項目や検討方
法についてご意見をいただいた。
同審議会以外にも、学校給食課が

各小学校のＰＴＡ役員会、運営委
員会に赴いて、情報提供や意見聴
取等を行っている。

▲新しい給食センターの建設予定地
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◆配信内容
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◆常任委員会（予定）午前 10時開会
　3月11日（火）～ 13日（木）

※本会議・委員会は傍聴できますので、お気軽にお越しください。

次回定例会のお知らせ

「声の市議会だより」をお届けしています

　音訳ボランティア「福生いとでんわ」の皆さんにご協力いただき、市議
会だよりの音訳をデイジー方式のＣＤにして、視覚障害者（１・２級）の方
にお届けしています。　
　ご家族やお知り合いの方で、ご希望の方がいらっしゃいましたら、議会
事務局にご連絡ください。

☎042-551-1523
○デイジー（DAISY）とは
　デジタル録音図書の国際標準で、聴きたいところをすぐに検索でき
るなど、情報検索性に優れています。
　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生活用具とし
て給付を受けられます。

（利用者一割負担）

認定農業者制度とは
大野 悦子 議員

　質問　認定農業者制度について
説明いただきたい。
　市長　認定農業者は、農業経営
の専門家で、国や東京都の補助金、
経営資金の融資、農業年金保険料
の助成を受けることができるなど
のメリットがある。他の農業者に
刺激を与え、地域農業が活性化さ
れることや、認定を受けた農業者
のモチベーションが上がり、農地
の長期的な保全が期待できるなど
の効果がある。今回の認定農業者
への申請予定者は１名だが、認定
農業者という新たな福生市の農業

者モデルが生まれることにより、
これらの取り組みがさらに加速さ
れると考えている。

▲貴重な農地を大切に

拝島駅北口周辺整備の早期実現を
堀 雄一朗 議員

　質問　拝島駅北口周辺は、鉄道
や玉川上水に囲まれた地域であり、
朝夕も混雑している。ロータリー
から車両が溢れ出すこともある。
地権者にも魅力のある整備計画を
提案し、積極的な整備を進めるべ
きと考えるが、所見を伺いたい。
　市長　拝島駅北口については、
道路や駅前広場を含めた北口周辺
の整備には地権者の協力が不可欠
であり、平成25年5月に地元地権
者に市の方針を説明し、意見を伺
ったところである。
　今後も、地権者の方々の御理解

を得られるよう、意見交換の場を
設け、昭島市等とも連携し、でき
るところから準備を進めいきたい。

▲拝島駅北口ロータリー

Ｃ－１３０やヘリコプターの飛行訓練増加について
奥富 喜一 議員

　質問　最近、Ｃ－１３０や、ＵＨ
１Ｎを始めとしたヘリコプター飛
行訓練が増えているように感じる
が、飛行回数と最高音圧レベルの
増減状況について伺いたい。
　市長　平成25年４月から10月
までの飛行回数は、滑走路南側の
誘導灯付近では6,354回で、昨年
同時期に比べて1,806回、１日当
たり約８回増えている。市役所屋
上では1,740回で、昨年同時期に
比べて353回、１日当たり約２回
増えている。最高音圧レベルは、
誘導灯付近では115 ～ 118デシベ

ル、市役所屋上では88 ～ 90デシ
ベルで、こちらは昨年と比較して
高くなってはいない。

▲C-130 （横田基地公式 HPより/撮影者
　Airman 1st Class Meagan Schutter）
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

通告者 通告者質 問 内 容 質 問 内 容

１　平成26年度予算編成について
　⑴基本的な考え方について
　⑵重要施策について
　⑶財源の確保及び歳出の抑制について
２　小・中一貫教育について
　⑴基本的な考え方について
　⑵小・中一貫教育推進事業について
　⑶今後の取り組みについて

１　財政問題について
　⑴公有資産の現状及び今後の活用について
　⑵市税等について
２　地域の活性化について
　⑴地域産業振興懇談会について
　⑵商店街及び市街地の活性化の補助金について

１　スポーツ祭東京２０１３について
　⑴スポーツ祭東京２０１３開催までの流れについて
　⑵市民の方々に御協力をいただいた内容について
　⑶広報活動の内容について
　⑷スポーツ祭東京２０１３の成果について
２　ふっさっ子の広場について
　⑴実施状況について
　⑵開設以来の成果について

１　福生市地域防災計画について
　⑴福生市地域防災計画の見直し等について
　⑵被害想定について
２　生活保護について
　⑴生活保護の状況及び生活保護法の一部改正について
　⑵不正受給について
　⑶生活困窮者の自立支援について

１　中央体育館の建て替えについて
　⑴老朽化の進んでいる中央体育館の建て替えについて
２　脳活学習について
　⑴脳を活性化させる脳活学習について
３　英語教育の充実について
　⑴福生市の特色を生かした英語教育の充実について

１　公園管理について
　⑴定住化施策としての公園の位置付け
　⑵公園砂場の柵の設置について
２　自転車タクシーによる定住化に向けての様々な施策について
　⑴高齢者等の生活の足としての施策
　⑵観光等まちの活性化施策
　⑶雇用の創出施策
　⑷地域コミュニティの施策

１　平成25年度における台風について
　⑴福生市における被害等とその対応について
　⑵公のイベントの対応等について
２　古民家について
　⑴今後の古民家等の購入について
　⑵宿橋通りの古民家購入後の活用方法について
３　教育行政について
　⑴茶室福庵の利用について

１　市長が選挙公約した「五つの元気」の施策の総括について
２　災害時における市の危機管理について
　⑴風水害時における対応について
　⑵地震時等における対応について
　⑶職員の危機管理意識について

１　福生におけるシティセールスとは
　⑴行政施策としてのシティセールスについて
　⑵職員の意識変化等について
　⑶市民と共に進めるシティセールスについて
２　学力向上について

１　外国人に対する的確な情報伝達について
　⑴相談支援体制についての現状と課題
　⑵相談窓口体制の充実について
２　小・中学校の体育館等、学校施設における安全確保について
　⑴平常時の安全確保について
　⑵災害時の安全確保について
３　福生市中央図書館学習室の充実について
　⑴学習室の機能充実について
　⑵学習室の安全面の配慮について

１　ふれあいフェスティバルについて
２　福生市の電算機器のＯＳについて
　⑴ウインドウズＸＰのサービス終了について
３　ランチルームについて
　⑴４点の柱により取り組んだ昼食対策について

１　地域防災計画を具体的に補強する施策について
　⑴市民の健康管理について
　⑵避難所の衛生管理について
　⑶非常用発電機について
２　教育行政について
　⑴自己肯定感を高める教育について
　⑵小・中一貫教育について
　⑶タブレット端末を活用した授業（反転授業）の推進について
　⑷電子黒板の導入について

１　非婚のひとり親家庭について
　⑴出生届について
　⑵非婚のひとり親が税法上の寡婦（寡夫）とみなされないための
不利益について

２　学校給食について
　⑴現在までの検討の進捗状況について
　⑵新しい給食センターの食育教育機能について
　⑶現在のランチルームを中学校給食で有効活用することについて

１　発達障がいへの支援について
　⑴個人支援カルテについて
　⑵16歳以上の相談窓口について
２　新給食センターについて
　⑴市民意見の聴取、意見交換について

１　新学校給食センターについて
　⑴災害対応機能を持つ給食センターに求められる機能について
　⑵災害対応機能を持つ給食センター建設に伴う環境整備について
２　都市基盤整備について
　⑴下水道長寿命化基本計画について
　⑵国道16号武蔵野橋の工事について
　⑶五日市街道の整備について
　⑷拝島駅北口周辺整備について
　⑸五丁橋通りの安全対策について
　⑹インターロッキング舗装とバリアフリーについて

１　市内樹木等の管理について
　⑴公園・道路・河川・庁舎等の樹木の管理はどのようにされてい
るのか

２　農業施策について
　⑴農を継続させるためには
　⑵認定農業者制度について
３　青少年の海外派遣について
　⑴経過及び現状について

１　米軍横田基地について
　⑴日常化するパラシュート等降下訓練について
　⑵Ｃ－１３０やヘリコプターの飛行訓練増加等について
　⑶「空中衝突防止会議」岩国版について
　⑷オスプレイの飛来・訓練・配備等について
２　高齢者の住まいに対する支援施策について
　⑴高齢者居住支援特別給付金について
　⑵東京シニア円滑入居賃貸住宅情報登録・閲覧制度について
　⑶家賃債務保証制度・あんしん居住制度について

末次 和夫
（併用）

⑪

五十嵐 みさ
（一括）

串田 金八
（一括）

柳川 英司
（一括）

田村 正秋
（一括）

清水 義朋
（一括）

青海 俊伯
（一括）

大野    聰
（一括）

武藤 政義
（一括）

岩﨑 百合子
（一括）

町田 成司
（一問一答）

⑫

杉山 行男
（併用）

⑬

原田    剛
（併用）

⑭

池田 公三
（一問一答）

⑮

阿南 育子
（一問一答）

⑯

堀　雄一朗
（併用）

⑰

大野 悦子
（一括）

⑱

奥富 喜一
（一問一答）

１　小・中学校における総合的な学習の時間について
　⑴総合的な学習の時間の意義、目的について
　⑵当市の総合的な学習の時間における特色及び内容について
２　いじめについて
　⑴ネットいじめの対策について
　⑵現在の状況について
３　学校支援地域組織について
　⑴活動状況について
　⑵課題及び将来の展望について



建
設
環
境
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

　

12
月
10
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
福
東
ト
モ
ダ
チ
公
園

の
現
地
視
察
を
行
い
、
議
案

3
件
を
審
査
し
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陳
情
1
件
は
継
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◎
福
生
市
都
市
公
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

公
園
名
称
の
ト
モ
ダ
チ

と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
片

仮
名
に
な
っ
た
の
は
ど
の
よ

う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。

答　

本
公
園
が
防
災
機
能
を

併
せ
持
つ
公
園
で
あ
る
と
と

も
に
、
米
国
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
植
栽
も
行

わ
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
東
日

本
大
震
災
の
際
、
ト
モ
ダ
チ

作
戦
の
司
令
部
が
置
か
れ
た

横
田
基
地
を
間
近
に
見
ら
れ

る
公
園
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

災
害
へ
の
備
え
と
助
け
合
う

こ
と
の
大
切
さ
と
い
う
意
味

も
込
め
、
地
元
町
会
と
の
合

意
も
得
ら
れ
た
の
で
、
片
仮

名
と
し
た
。

◎
福
生
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
に

よ
る
と
こ
ろ
で
、
生
活
本
拠

を
共
に
す
る
交
際
相
手
と
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

答　

現
行
の
法
律
の
中
で

は
、
配
偶
者
に
は
、
法
律
婚

の
配
偶
者
の
ほ
か
に
、
婚
姻

届
を
出
し
て
い
な
い
が
、
事

実
上
、
婚
姻
関
係
と
同
様
の

事
情
に
あ
る
も
の
を
含
む
と

な
っ
て
い
る
。
今
回
の
生
活

の
本
拠
を
共
に
す
る
交
際
相

手
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
婚

姻
意
思
も
認
め
ら
れ
な
い
、

共
同
生
活
の
み
の
場
合
を
想

定
し
て
い
る
。

◎
平
成
25
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

（
歳
出
予
算
の
う
ち
建
設
環

境
委
員
会
所
管
分
）

問　

道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
つ
い
て
、
１
０
０
Ｗ
以

上
の
照
明
灯
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
詳
細

は
。

答　

9
月
補
正
で
主
に
１
０

０
Ｗ
以
下
の
蛍
光
灯
、
水
銀

灯
の
電
柱
共
架
分
２
５
０
６

灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
て
お
り
、

12
月
補
正
で
は
１
０
０
Ｗ
以

上
の
水
銀
灯
の
電
柱
共
架
分

を
含
む
５
６
０
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
す
る
予
定
。
平
成
26
年
度

は
新
設
す
る
独
立
柱
及
び
駅

前
な
ど
の
装
飾
灯
、
ト
ン
ネ

ル
照
明
な
ど
約
３
６
０
灯
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
予
定
。

　

12
月
11
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
議
案
３
件
と
陳
情

１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◎
平
成
25
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
歳
出
予
算
の
う
ち
市
民
厚

生
委
員
会
所
管
分
）

問　

生
活
保
護
費
が
増
と
な

っ
た
状
況
は
。

答　

平
成
24
年
度
の
月
平
均

の
生
活
保
護
世
帯
数
は
前
年

度
に
比
べ
て
41
世
帯
、
５
・

２
％
増
加
し
、
８
２
８
世
帯

と
な
っ
て
い
る
。
平
成
25
年

度
も
現
在
の
増
加
傾
向
を
そ

の
ま
ま
通
年
で
見
込
む
と
、

当
初
予
算
額
に
対
し
１
億
２

千
万
円
の
不
足
が
見
込
ま
れ
、

今
回
増
額
補
正
す
る
も
の
。

◎
平
成
25
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

問　

介
護
給
付
費
の
全
体
を

通
し
て
増
の
内
容
は
。

答　

訪
問
介
護
、通
所
介
護
、

特
養
の
介
護
老
人
福
祉
施
設

の
サ
ー
ビ
ス
費
の
そ
れ
ぞ
れ

サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
、
平
成
24

年
度
ま
で
の
支
給
状
況
、
10

月
ま
で
の
支
給
状
況
を
勘
案

し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
伸

び
て
い
く
か
推
計
し
て
、
増

額
を
割
り
出
し
て
い
る
。

◎
福
生
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て問　

選
定
審
査
会
の
中
で
、

ど
の
よ
う
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
か
。

答　

社
会
福
祉
協
議
会
全
体

で
の
経
営
方
針
に
つ
い
て
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る

向
上
の
取
り
組
み
、
人
件
費

を
含
む
コ
ス
ト
低
減
の
努

力
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ら

で
は
の
事
業
展
開
な
ど
に
つ

い
て
全
体
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。

　

以
上
３
件
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
、
陳
情
１
件
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
審
査
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
会
の
所
管
事
務

調
査
と
し
て
、
福
生
市
重
度

身
体
障
害
者
（
児
）
訪
問
入

浴
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
事

業
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

 

12
月
12
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
議
案
８
件
と
陳
情

１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◎
福
生
市
組
織
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

問　

国
体
推
進
室
の
３
月
末

ま
で
の
業
務
は
何
か
。

答　

実
行
委
員
会
の
解
散
総

会
、
事
務
処
理
、
会
計
処
理

な
ど
で
あ
る
。

◎
福
生
市
職
員
の
公
益
的
法

人
等
へ
の
派
遣
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

問　

公
益
財
団
法
人
東
京
市

町
村
自
治
調
査
会
と
は
ど
ん

な
組
織
か
。

答　

東
京
都
内
の
市
町
村
が

直
面
し
て
い
る
行
政
課
題
等

を
共
同
で
調
査
研
究
を
し
て

い
る
団
体
で
あ
る
。

◎
福
生
市
一
般
職
の
任
期
付

職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特

例
に
関
す
る
条
例

問　

想
定
が
あ
っ
て
の
条
例

制
定
だ
と
思
う
が
、
ど
ん
な

想
定
を
し
て
い
る
の
か
。

答　

教
育
セ
ン
タ
ー
担
当
の

職
を
想
定
し
て
い
る
。
学
校

教
職
員
研
究
研
修
所
、
学
校

適
応
支
援
室
、
教
育
相
談
室

と
い
う
三
つ
の
機
能
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
専
門
性
を
有

す
る
職
員
を
統
括
し
、
適
切

に
指
示
が
で
き
る
専
門
的
な

高
い
知
識
経
験
を
持
っ
た
人

選
が
必
要
と
な
る
。

◎
平
成
25
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
歳
入
予
算
全
般
及
び
歳
出

予
算
の
う
ち
総
務
文
教
委
員

会
所
管
分
）

問　

国
有
提
供
施
設
等
所
在

市
町
村
助
成
交
付
金
等
が
約

１
億
８
千
万
円
の
増
額
と
な

っ
た
理
由
は
。

答　

国
の
予
算
が
３
年
に
一

度
増
額
さ
れ
た
こ
と
と
、
航

空
総
隊
司
令
部
の
移
駐
に
伴

う
米
軍
使
用
施
設
建
て
替
え

が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
が
、

市
長
、
議
員
を
は
じ
め
関
係

者
の
要
請
行
動
も
大
き
な
要

因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え

る
。

◎
福
生
市
自
転
車
等
駐
車
場

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

問　

非
公
募
に
し
た
理
由
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

答　

応
募
書
類
等
に
よ
る
審

査
、
外
部
審
査
員
を
交
え
て

財
務
状
況
の
確
認
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
評
価
結
果
な
ど
を
勘

案
し
、
福
生
市
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
の
手
続
等
に
従

い
、
現
在
の
指
定
管
理
者
を

候
補
者
と
し
て
選
定
し
た
の

で
、
非
公
募
に
し
た
。

◎
福
生
市
営
福
生
駅
西
口
駐

車
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

問　

回
数
券
の
売
り
上
げ
は

全
体
で
ど
の
位
の
割
合
な
の
か
。

答　

37
・
６
％
。
ス
タ
ン
プ

の
売
り
上
げ
７
・
６
％
も
含

め
れ
ば
全
体
の
半
数
近
く
を

占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

◎
福
生
市
民
会
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

問　

市
民
会
館
の
稼
働
率
は

直
営
か
ら
現
在
の
指
定
管
理

に
な
り
、
ど
の
よ
う
に
推
移

し
た
か
。
ま
た
今
後
の
見
込

み
は
。

答　

大
ホ
ー
ル
で
見
る
と
直

営
だ
っ
た
４
年
間
の
平
均
は

約
31
％
。
今
の
指
定
管
理
者

で
は
４
年
間
の
平
均
が
約
35

％
。
今
後
は
、
今
回
の
候
補

者
が
他
の
施
設
の
指
定
管
理

に
お
い
て
稼
働
率
を
伸
ば
し

て
い
る
実
績
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
40
％
か
ら
50
％
に
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
け
れ
ば

と
願
っ
て
い
る
。

問　

今
の
指
定
管
理
者
の
実
績

を
今
後
も
継
続
で
き
る
の
か
。

答　

今
回
の
候
補
者
は
18
か

所
の
類
似
施
設
で
指
定
管
理

を
し
て
お
り
、
充
分
な
実
績

が
あ
る
の
で
、
今
ま
で
同
様

の
期
待
を
し
て
良
い
と
思
っ

て
い
る
。
平
成
26
年
度
は
25

年
の
紅
白
歌
合
戦
に
出
演
し

た
大
物
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
興

行
を
計
画
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

◎
熊
川
地
域
体
育
館
及
び
福

生
地
域
体
育
館
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

問　

人
件
費
が
増
え
て
い
る

理
由
は
。

答　

事
業
の
拡
大
が
大
き
な

要
因
で
あ
る
。

　

以
上
８
件
の
議
案
は
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
陳
情

１
件
は
引
き
続
き
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。 

　

定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
６
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

市
民
厚
生
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

⑺　　　 平成26年1月25日　　福生市議会だより　　No.191

　今定例会の常任委員会では、付託さ
れた議案及び陳情と、継続審査となっ
ていた陳情の審査が12月10日、11日、
12日の３日間、建設環境・市民厚生・
総務文教委員会の順で行われました。
　また、議会運営委員会は、本会議の
議事日程や議案の取り扱い、議会だよ
りの編集等で６回行われました。それ
から、横田基地対策特別委員会が12月
13日と12月20日、定住化対策特別委
員会が12月4日と12月13日に行われ
ました。
　ここでは、各常任委員会及び各特別
委員会から報告された主な審査概要を
まとめました。

委員会の
　　審査から
委員会の
　　審査から
委員会の
　　審査から

▲市民の福祉と健康増進の拠点である福祉センター

▲福東トモダチ公園を視察

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

▲地域のスポーツ振興の拠点である福生地域体育館



視
察
日　

平
成
25
年
10
月
29

日
（
火
）
〜
30
日
（
水
）

①
滋
賀
県
守
山
市
で
は
青
少

年
団
体
育
成
事
業
と
し
て
、

数
多
く
の
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は

い
つ
の
時
代
も
青
年
で
あ
り
、

以
前
は
青
年
団
が
活
躍
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の

青
年
団
を
復
活
さ
せ
よ
う
と

い
う
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
と

の
こ
と
。
リ
ー
ダ
ー
研
修
を

市
が
サ
ポ
ー
ト
し
、
も
り
や

ま
青
年
団
が
発
足
さ
れ
「
泥

ん
こ
バ
レ
ー
」「
も
り
や
ま
☆

こ
ん
に
ち
ワ
ー
ク
」「
あ
わ
て

ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
が
お
う
ち

に
や
っ
て
き
た
ぁ
〜
」
な
ど

の
事
業
で
ま
ち
を
盛
り
上
げ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

②「
良
い
町
衆
を
育
て
よ
う
」

と
い
う
思
い
を
多
く
の
人
達

が
共
有
す
る
こ
と
で
御
所
南

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
成
り
立
っ

て
い
る
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
は
市
民
に
よ
り
３
委
員
会

10
部
会
構
成
さ
れ
、
各
部
会

が
児
童
生
徒
の
た
め
に
、

様
々
な
事
業
、
授
業
を
行
い
、

地
域
の
力
を
学
校
に
取
り
入

れ
る
先
進
的
な
形
で
し
た
。

　

議
場
通
路
か
ら
富
士
山
が

よ
く
見
え
ま
す
。
空
気
の
澄

ん
だ
朝
は
く
っ
き
り
と
、
天

気
は
良
く
て
も
か
す
ん
で
い

た
り
、
議
会
の
終
了
が
遅
く

な
る
と
多
摩
の
稜
線
に
沈
む

太
陽
や
夕
陽
に
照
ら
さ
れ
る

富
士
山
、
す
っ
か
り
沈
ん
だ

後
に
シ
ル
エ
ッ
ト
の
よ
う
に

浮
か
ぶ
富
士
山
な
ど
、
今
議

会
で
は
様
々
な
富
士
山
を
見

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ

う
い
っ
た
光
景
を
見
る
に
つ
け

私
た
ち
の
毎
日
の
営
み
が
自

然
に
包
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

実
感
す
る
時
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
議
会
は
、
議
員
提
出
議

案
で
定
数
削
減
の
条
例
改
正

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
２

年
間
に
わ
た
り
全
議
員
が
参

加
す
る
議
会
改
革
検
討
協
議

会
の
中
で
議
論
を
し
、
本
会

議
で
は
立
場
は
違
っ
て
も

し
っ
か
り
と
議
論
し
た
結
果

で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
、
議
会
は
行
政
の
チ
ェ
ッ

ク
機
関
だ
け
で
な
く
、
立
法

も
担
え
る
よ
う
権
限
が
強
化

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
議
員
提

案
だ
け
で
な
く
、
各
常
任
委

員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
も

委
員
会
提
案
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
議
員

は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
研
鑽

を
積
み
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
・
委
員
会
は
公
開

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
傍
聴

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

定
住
化
対
策

特
別
委
員
会

定
住
化
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会
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雨
水
な
ど
の
利
用
を
は
じ
め
、

琵
琶
湖
風
や
地
元
の
木
材
を

は
じ
め
建
材
な
ど
も
多
く
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
周
辺
は

家
庭
菜
園
の
設
置
な
ど
の
ル

ー
ル
を
設
け
ら
れ
た
エ
コ
村

と
な
っ
て
お
り
、
地
域
全
体

で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
と
も
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
工

夫
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
彦
根
城
下
の
商
店
街
で
は

あ
る
が
、
郊
外
へ
の
人
の
流

れ
と
と
も
に
衰
退
の
傾
向
と

な
っ
た
。
危
機
感
を
高
め
た

若
手
商
店
主
た
ち
に
よ
り
活

性
化
の
激
論
の
末
、
再
開
発

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
観
光

客
と
と
も
に
地
元
の
住
民
の

た
め
の
商
店
街
と
い
う
難
し

い
課
題
に
ハ
ー
ド
面
と
と
も

に
地
権
者
の
理
解
も
い
た
だ

き
換
地
な
ど
の
工
夫
が
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

視
察
目
的　

①
東
日
本
大
震

災
後
の
市
民
の
健
康
管
理
に

つ
い
て
②
発
達
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
「
ア
ー
チ
ル
」
に
つ

い
て

視
察
先　

①
宮
城
県
気
仙
沼

市
②
宮
城
県
仙
台
市

視
察
日　

平
成
25
年
10
月
23

日
（
水
）
〜
24
日
（
木
）

①
東
日
本
大
震
災
後
、
津
波

に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
気
仙
沼
市
で
は
、
避
難
所

で
の
衛
生
管
理
や
感
染
症
に

対
し
て
、
震
災
後
４
日
目
に

市
民
厚
生
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

部
屋
入
口
に
手
指
消
毒
剤
を

設
置
し
、
洗
面
所
・
ト
イ
レ

に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
う
が
い

薬
や
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
を
設

置
し
衛
生
管
理
に
努
め
、
ま

た
、
感
染
症
に
つ
い
て
は
別

室
へ
移
動
し
、
専
属
の
医
師
・

看
護
師
で
診
察
・
看
護
し
、

感
染
の
拡
大
防
止
に
努
め
た

こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

②
発
達
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ア
ー
チ
ル
」
で
は
、
支
援

を
求
め
て
い
る
子
供
た
ち
と

の
「
早
期
出
逢
い
」
と
乳
幼

児
か
ら
成
人
ま
で
の
「
生
涯

ケ
ア
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、

各
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
一

貫
し
て
支
え
、
ま
た
子
供
か

ら
大
人
ま
で
発
達
障
害
が
あ

る
方
を
対
象
に
、
相
談
と
地

域
で
生
活
し
て
い
く
た
め
の

き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
具
体
的
な
取
り
組
み
を

学
び
ま
し
た
。

視
察
目
的　

①
青
少
年
団
体

育
成
事
業
に
つ
い
て
②
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

視
察
先　

①
滋
賀
県
守
山
市

②
京
都
市
立
御
所
南
小
学
校

総
務
文
教
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

　

福
生
市
議
会
で
は
、
全
国

の
市
町
村
の
特
色
あ
る
施
策

を
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

参
考
に
す
る
た
め
委
員
会
等

の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
３
常
任
委
員
会

が
先
進
地
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
な
お
、
視
察
報
告
書

の
本
文
を
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

視
察
目
的　

①
環
境
政
策

（
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
）
に

つ
い
て
②
ま
ち
づ
く
り
（
市

街
地
再
開
発
）
に
つ
い
て

視
察
先　

①
滋
賀
県
近
江
八

幡
市
②
滋
賀
県
彦
根
市

視
察
日　

平
成
25
年
10
月
２

日
（
水
）
〜
３
日
（
木
）

①
21
世
紀
環
境
共
生
型
住
宅

普
及
活
動
事
業
と
し
て
建
設

さ
れ
た
近
江
八
幡
エ
コ
ハ
ウ

ス
を
見
学
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
に
対
し
住
宅
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
で
先
進
的
な
事
例
を

視
察
し
ま
し
た
。
地
域
の
風

土
を
効
率
よ
く
利
用
し
た
つ

く
り
で
、
太
陽
光
や
太
陽
熱
、

建
設
環
境
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

行
政
視
察
報
告

行
政
視
察
報
告

　

12
月
13
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
横
田
基
地
に
関
す

る
３
件
の
議
題
に
つ
い
て
協

議
等
を
行
い
ま
し
た
。

１
．
東
京
都
と
福
生
市
を
含

む
基
地
周
辺
５
市
１
町
に
よ

る
総
合
要
請
に
つ
い
て

「
平
成
25
年
度
横
田
基
地
対

策
に
関
す
る
要
望
書
」
を
国

の
機
関
及
び
在
日
米
軍
等
の

機
関
へ
要
請
し
ま
し
た
。

　

国
関
係
省
庁
及
び
米
軍
関

係
機
関
へ
の
要
望
事
項
は
、

　

基
地
の
整
理
、
縮
小
、
返

還
等
必
要
な
措
置
を
講
じ
る

こ
と
。
騒
音
防
止
対
策
を
推

進
す
る
こ
と
。
基
地
運
用
の

安
全
対
策
を
徹
底
し
、
航
空

機
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
。

感
染
症
の
拡
大
防
止
措
置
及

び
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
等

10
項
目
で
す
。

２
．
東
京
都
が
実
施
の
航
空

機
騒
音
調
査
結
果
に
つ
い
て

　

横
田
基
地
周
辺
の
騒
音
等

　

12
月
13
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

六
月
定
例
会
の
委
員
会
で

決
定
し
た
「
定
住
化
対
策
の

た
め
の
住
宅
施
策
」
に
つ
い

て
引
き
続
き
検
討
し
ま
し

た
。

　

今
委
員
会
は
、
現
在
、
市

が
策
定
中
で
、
議
会
閉
会
中

当
委
員
会
に
提
示
さ
れ
た

「
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
改

定
案
）
」
に
対
し
、
議
会
側
が

要
望
し
た
事
項
に
つ
い
て
市

側
か
ら
の
回
答
を
受
け
、
質

疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
要
望
事
項
に
つ
い
て

は
、
休
会
中
に
２
回
の
委
員

会
を
開
催
し
て
協
議
し
、
12

月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員

会
で
取
り
ま
と
め
た
も
の

で
、
本
会
議
４
日
目
に
議
案

と
し
て
上
程
し
て
可
決
の

上
、
議
長
名
で
市
長
に
要
望

書
と
し
て
提
出
し
た
も
の
で

す
。
〈
１
面
の
要
望
書
（
要

旨
）
を
参
照
〉

　

今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

い
た
だ
い
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
参
考
に
し
て
計
画

が
策
定
さ
れ
ま
す
。

　

当
委
員
会
と
し
て
も
こ
の

計
画
が
着
実
に
実
行
さ
れ
る

よ
う
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
三
月
定
例
会
の
協

議
事
項
は
、
休
会
中
に
検
討

す
る
予
定
で
す
。

調
査
を
実
施
し
、
固
定
調
査

は
４
地
点
、
分
布
調
査
は
、

12
地
点
で
行
い
ま
し
た
。
福

生
市
内
で
は
、
固
定
調
査
１

地
点
と
分
布
調
査
１
地
点
は

環
境
基
準
に
適
合
し
て
い
ま

す
。

３
．
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て  

　

基
地
内
の
給
水
管
整
備
等

２
件
の
日
米
合
同
委
員
会
の

合
意
事
項
や
訓
練
の
状
況
、

米
軍
人
・
軍
属
等
に
よ
る
市

内
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

        

　

12
月
20
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
横
田
基
地
に
関
す

る
１
件
の
議
題
に
つ
い
て
協

議
等
を
行
い
ま
し
た
。

１　

横
田
基
地
に
お
け
る
航

空
総
隊
司
令
部
の
改
編
に
つ

い
て  

　

我
が
国
周
辺
の
安
全
保
障

環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
、
航
空
自
衛
隊
の
戦
術
・

技
量
の
向
上
の
た
め
、
訓
練

の
充
実
強
化
が
必
要
な
こ
と

か
ら
、
平
成
26
年
度
中
に
航

空
総
隊
司
令
部
の
所
要
の
組

織
を
、
航
空
戦
術
教
導
団
司

令
部
に
改
編
し
、
隊
員
約
60

名
を
配
置
す
る
。
た
だ
し
、

こ
の
改
編
に
伴
う
新
た
な
施

設
の
建
設
は
な
く
、
航
空
機

な
ど
の
装
備
品
を
運
用
す
る

部
隊
の
移
転
は
な
い
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

特
別
委
員
会

横
田
基
地
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会

▲震災後の市民の健康管理について気仙沼市を視察

▲近江八幡市の環境政策について視察

▲御所南小学校のコミュニティ・スクールについて視察

▲「福生市住宅マスタープラン改定(案)に対する要望書」を市長に提出

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

編
集

後
記
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